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2021年度第 1 回 SSI 学会誌編集委員会議事録 

 
日 時：2021 年 7 月 11 日（日）10:00～ 
会 場：オンライン会議（ZOOM ミーティング） 
 
【議題】 

１．学会誌発行状況について 

和文誌および英文誌の発行状況について、以下の通り確認した。 
 
(1) 和文誌『社会情報学』（毎年 3 回：6 月、12 月、3 月発行予定） 
・9 巻 3 号（2021 年 6 月発行済） 
・10 巻 1 号（2021 年 8 月発行予定） 
・10 巻 2 号（2021 年 12 月発行予定） 
・10 巻 3 号（2022 年 3 月発行予定） 
 
(2) 英文誌『Journal of Socio-Informatics』（毎年 1 回：9 月発行予定） 
・Vol. 14（2021 年 9 月発行予定） 
 
２．査読状況について 

 和文誌の査読状況について、資料 1 に加えて、新規に 1 編の投稿があったことが報告さ

れた。また、英文誌の査読状況について、原著論文 1 編と翻訳論文 2 編の掲載が決定済で、

査読中の論文 1 編があることが報告された。 
 

３．今後の編集体制について 

(1) 新年度の学会誌編集委員 
 新年度の学会誌編集委員の体制について、資料 2 の通り確認された。任期の 2 期 4 年を

過ぎた委員で、担当業務が継続中の委員は、当該業務が終了次第、退任することになる。 
 

(2) 和文誌『社会情報学』編集長 / 副編集長一覧 
今後の和文誌の編集長・副編集長の担当について、以下の通り確認した。未定分について

は、引き続き検討していくこととなった。 
 
・9 巻（2020 年度）：小寺敦之委員 / 嶋崎真仁委員・松下慶太委員（J-Stage 担当） 
・10 巻（2021 年度）：嶋崎真仁委員 / 飯島賢志委員・松下慶太委員（J-Stage 担当） 
・11 巻（2022 年度）：飯島賢志委員 / 未定 

 

(2) 和文誌『社会情報学』編集担当責任者一覧 
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今後の和文誌の編集担当責任者について、以下の通り確認した。未定分については、引き

続き検討していくこととなった。 
 
・9 巻 3 号（2021 年 6 月発行済）：加藤由樹委員 
・10 巻 1 号（2021 年 6 月発行予定）：加藤尚吾委員 → 北村順生委員に変更 
・10 巻 2 号（2021 年 12 月発行予定）：未定 
・10 巻 3 号（2022 年 3 月発行予定）：記虎優子委員 

 
(3) 英文誌編集長 / 副編集長一覧 

今後の英文誌の編集長・副編集長の担当について、以下の通り確認した。未定分について

は、引き続き検討していくこととなった。 
 
・14 巻 1 号（2021 年 9 月発行予定）：金山智子委員 / 高木聡一郎委員 
・15 巻 1 号（2022 年 9 月発行予定）：高木聡一郎委員 / 未定 

 
４．2021年度「優秀論文賞」および「論文奨励賞」の審査部会について 

 表彰委員会から委託された 2021 年度の「優秀論文賞」および「論文奨励賞」の選考につ

いて、資料 3「優秀論文賞および論文奨励賞の選考に関する取り扱い内規」に則って実施す

ることを確認した。また、審査部会の名簿を資料 4 の通り確認した。 
 
５．掲載不可決定後の再投稿禁止期間の設定について 

 審査の結果「D. 不採択」と評価された論文や、「B. 修正意見付き仮採択」または「C. 再
査読」と評価された後に期限内に修正稿を提出しなかった論文（投稿を取り下げた論文）の

著者に対しては、1 ヶ月間の再投稿禁止期間を設けることとした。なお、本件の議論におい

ては、表現の自由等との関わりについても議論が行われた。 
また、再投稿禁止期間の設定にともない、投稿要綱を以下のように改訂することとした。 

 
【再投稿禁止期間を設定する理由】 
1）取り下げた論文に関して再投稿がすぐに可能になると、何度も同じ論文の投稿が可能に

なってしまう。 
2）修正論文の提出期限（1 ヶ月間）の締め切りを守らなくても、実質的に再査読に近い扱

いをうけることが可能になってしまう。 
3）新規に投稿があると、そのたびに査読に関するコストがかかる。 
 
+++++++++++++++++++++++++++++++++ 

【参考：日本社会学会の規程】 

掲載不可決定後の再投稿禁止期間について 
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『社会学評論』では、編集委員会規定施行細則 3（2）で以下のように修正期間を定めております。 

 

（2）原稿修正期間については，評価区分 B の場合は 1 ヶ月，評価区分 C の場合には 2 ヶ月を標準として

指示する． 

 

D 評価（掲載不可）は、C 評価以上の期間にわたり修正が必要との判断と解釈できますので、掲載不可

の確定日から 2 ヶ月以上経ってから、再投稿をいただきますようお願い申し上げます。 

なお、上記の内規は、同一著者の異なる論文にたいしても適用されますのでご注意ください。 

+++++++++++++++++++++++++++++++++ 

 
投稿要綱 

旧 新 
（投稿原稿） 

第３ 投稿原稿については，以下の通りとする。 

（１）～（７）略 

 

（投稿原稿） 

第３ 投稿原稿については，以下の通りとする。 

（１）～（７）略 

（８）審査により不採択となった原稿または投稿

を取り下げた原稿の著者は，審査結果の通知後ま

たは投稿取り下げ後の 1 ヶ月の期間は，新たな投

稿はできない。 

 
６．投稿審査システム Editorial Managerの導入について 

(1) Editorial Manager の運用について 
 投稿審査システム Editorial Manager の準備状況について報告され、投稿者向け案内や

マニュアル等の準備ができ次第、会員への告知を行い、Editorial Manager の本格運用を行

うこととした。なお、Editorial Manager の本格運用開始後に、従来のメールにて投稿を行

った投稿者がいた場合は、Editorial Manager へあらためて投稿するように誘導することが

確認された。 
 
(2) 各種規程の改訂について 
 投稿審査システム Editorial Manager の導入にともない、以下のように各種規程を変更

することとした。 
 
投稿要綱 

旧 新 
（投稿手続き） 

第４ 投稿希望者は，本学会ホームページ上の「投

稿申込書」に必要事項を記入の上，申し込む。なお，

（投稿手続き） 

第４ 投稿希望者は，本学会ホームページ上で指

定された投稿サイトに，必要事項を記入の上，原稿
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投稿に関しては，［学会誌編集委員会］宛とする。 

 オンラインによる投稿先：本学会ホームページ

上に掲載 

を投稿する。 

 
Call for Papers 

旧 新 
5. Submission Deadline for Journal of Socio-

Informatics 

The Editorial Board has a plan to publish JSI every 

September. One who would like to submit Original 

Paper or Research Note on JSI must send the attached 

submission form to jsi@ssi.or.jp. The original 

manuscript and copy without authors’ information must 

be sent to jsi@ssi.or.jp. Submission is accepted at any 

time. One who would like to submit Translation on JSI 

must email jsi@ssi.or.jp. 

5. Submission Deadline for Journal of Socio-

Informatics 

The Editorial Board has a plan to publish JSI every 

September. One who would like to submit Original 

Paper or Research Note on JSI must access http://.... 

Submission is accepted at any time. One who would like 

to submit Translation on JSI must email jsi@ssi.or.jp. 

 
７．印刷業者の担当者変更について 

 J-Stage 用 DTP 業者の三美印刷の担当者が変更したため、編集作業マニュアルを資料 7
のように変更することとした。 
 
８．その他 

・社員総会シンポジウムや学会大会の基調講演やシンポジウムについても、学会誌への原稿

掲載を進めていく。 
 
 
【別紙資料一覧】 

資料 1 査読状況一覧 
資料 2 学会誌編集委員一覧 
資料 3 優秀論文賞および論文奨励賞の選考に関する取り扱い内規 
資料 4 審査部会名簿 
資料 5 『社会情報学』投稿要綱 
資料 6 Call for Papers 
資料 7 SSI 学会誌編集作業マニュアル 
 


